
１ 助成の趣旨　

２ 対象課題

課題1

ただし、「子どもの心に関する医学研究」を除く。
※助成件数は12件程度とする。

課題2 「子どもの心に関する医学研究」を対象とする。　発達障害、心身症　等　
※助成件数は2件程度とする。
※各研究機関は、課題1、課題2 それぞれ1件まで申請できる。

３ 対象者

４ 推薦者
機関の長（学長、医学部長及びこれに準ずる者）とする｡

５ 応  募　
（1） 応募方法  所定の様式に必要な事項を記入し、当協会宛に送付する｡

① 様式（Ａ４ EXCEL）はホームページﾞに掲載 URL：http://jp.glico.com/boshi/
（ただし、6/10頃の掲載予定です）

② 申請内容は所定の様式（３頁）内に必ず納めること。

③ 送付先  〒555-8502　大阪市西淀川区歌島４ー６ー５
 江崎グリコ(株)内

公益財団法人　母子健康協会

（2） 応募締切 令和3年7月31日（必着）
（3） 応募要件

① 申請は単年度毎とし､１機関からの推薦は課題1、課題2 それぞれ１件までとする。

※

※

②

③ 共同研究の場合は主なる研究者を明示する。
④

６ 選  考
（1）

（2）

公益財団法人　母子健康協会　

大学の場合、各学部・付属機関を含めて全学で課題 1、課題 2 それぞれ 1件
までとする

 令和３年度　小児医学研究助成 募集要項　

小児医学分野における研究を推進し､小児医学の進歩､小児の健康に寄与すること
を目的とする｡

小児医学に関連する研究で、小児の健康増進、疾病の予防と治療に役立ち
得る課題を対象とする。

大学、研究所､病院等に所属する小児医学分野の研究に従事する45歳未満 （応募
時点） の研究者とする｡
ただし、産休、育休、介護などによる研究の中断がある場合は、その年数を45歳未満
に加えた年齢未満の研究者とする。

研究に要する物品の購入および研究の推進に必要な費用の範囲とし、1件150
万円までとする。

過去に於いて助成を受けた同一テ―マによる再応募は対象外とする。

応募者が所属する組織の間接経費､一般管理費 (所謂オーバーヘッド）は助成
の対象とならない。

当協会選考委員会により選考規定に基づき厳正且つ公正に選考し、当協会理事
会で決定する。

選考は、応募条件を満たしたものの中から、「研究目的の明確さ・妥当性」  「研究
計画の独創性」  「研究成果の貢献度・将来性」  「研究費使途の合理性」の各項目
について評価し行う。

http://jp.glico.com/boshi/


７ 採否通知
令和3年11月上旬頃に、申請者および推薦者あてに通知する。

８ 助成金交付
助成決定者に対し、令和3年11月下旬頃に助成金を交付する。

９ 成果報告
（1）

（2）

（3）

１０ 新設の継続助成の紹介
（1）

（2） 希望される方は、所定の書式の継続助成希望理由書を提出する。

① 対象者 令和3年度の研究助成対象者

② 助成件数 2件程度

③ 助成金額 １件150万円まで

④ 提出書類

※ こに記載された内容は外部へは非公開とし当協会内部で留める。
⑤ 応募期間

⑥ 選考

⑦ 助成 令和4年11月末頃に助成金を交付する。　
⑧ 成果報告 令和6年1月末までに研究報告書を提出する。

※

⑨ 会計報告 令和6年1月末までに会計報告書を提出する。
※

令和３年6月　
　　　公益財団法人　母子健康協会

〒555―8502
　大阪市西淀川区歌島４-６-５ 江崎グリコ(株)内

            ℡　06－6472-9018　FAX　06-6477-8481
事務局　 内屋　安隆　　E-mail   yasutaka.uchiya@glico.com

※

なお、当初の令和3年度の助成に対しての研究報告書の提出は、規定どお
り令和5年1月末までに提出すること。
（冊子にして令和5年4月頃に全国の小児医学研究機関に贈呈）

研究報告書は冊子にして令和６年４月頃全国の小児医学研究機関に贈呈

テレワーク主体で、週に一度の出勤となっています。
お問い合わせはメールにてお願いいたします。

記

継続助成希望理由書

令和4年8月1日～8月31日（必着）

令和4年9月下旬頃に選考委員会を開催し、継続助成希望理由書を
もとに将来有望で価値ある研究2件程度を選出し、10月～11月に開
催する理事会で決定する。

当協会助成の研究成果の刊行に際しては、公益財団法人母子健康協会（The
Mother and Child Health Foundation)の助成によった旨を記載する。
研究成果報告書は、小冊子にまとめ研究機関等に配布する。また、助成決定者の
氏名・所属・テーマを、当協会のホームページに掲載するとともに、助成公表機関
へ情報提供する。

令和3年度の当協会の研究助成を受けられた方の中から希望者を対象に、審査の
結果更に続けて1年間助成する継続助成の制度を下記の通り設ける。
ただし、継続助成は1年に限る。

助成金受領者は研究の成果および会計報告を所定の様式で令和5年1月迄に当
協会に報告する。

mailto:yasutaka.uchiya@glico.com

